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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「日興ＢＲＩＣｓ株式ファンド」は、2022年４月15日に第17期の決算を行ないましたので、期中の運用
状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 2006年３月１日から2026年４月15日までです。 

運 用 方 針 

主として、ＢＲＩＣｓ各国の株式（預託証書を含みます。）を投資対象とする投資信託証券(投資信託または外国投資

信託の受益証券(振替投資信託受益権を含みます｡)および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます｡)の一

部、またはすべてに投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

｢ブラジル株式マザーファンド」受益証券 

｢ロシア株式マザーファンド」受益証券 

｢Nikko Asset Management (Mauritius) Ltd クラスＡ」投資証券 

｢チャイナランド株式ファンド（適格機関投資家向け）」受益証券 

上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 

第１計算期は、収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額

水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこと

もあります。 

 
＜152528＞ 

日興ＢＲＩＣｓ株式ファンド 

第17期（決算日 2022年４月15日） 
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日興ＢＲＩＣｓ株式ファンド 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

13期(2018年４月16日) 13,635 100 15.8 43.1 54.8 9,831 

14期(2019年４月15日) 13,929 100 2.9 43.5 54.5 8,960 

15期(2020年４月15日) 11,180 100 △19.0 47.9 49.5 6,153 

16期(2021年４月15日) 15,931 100 43.4 50.3 47.6 7,534 

17期(2022年４月15日) 14,521 0 △ 8.9 36.9 59.1 6,236 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ＢＲＩＣｓ諸国の株式に分散投資を行なうため、適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
    

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2021年４月15日 15,931 － 50.3 47.6 

４月末 16,474 3.4 48.8 49.0 

５月末 17,434 9.4 48.7 48.8 

６月末 17,914 12.4 48.7 48.9 

７月末 17,557 10.2 50.4 47.2 

８月末 17,589 10.4 49.5 48.4 

９月末 17,364 9.0 48.1 48.8 

10月末 17,763 11.5 47.4 50.8 

11月末 16,709 4.9 46.8 51.0 

12月末 16,814 5.5 46.1 51.4 

2022年１月末 16,617 4.3 47.5 50.3 

２月末 15,480 △ 2.8 43.2 53.3 

３月末 15,761 △ 1.1 42.2 54.2 

(期  末)     

2022年４月15日 14,521 △ 8.9 36.9 59.1 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○運用経過 (2021年４月16日～2022年４月15日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年４月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、ＢＲＩＣｓ諸国（ブラジル、ロシア、インド、中国）のそれぞれの国の株式に投資を行なう

投資信託証券に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なっております。 

各国への投資にあたっては、ブラジルは「ブラジル株式マザーファンド」、ロシアは「ロシア株式マザーファ

ンド」、インドは「Nikko Asset Management (Mauritius) Ltd クラスＡ」、中国は「チャイナランド株式ファ

ンド（適格機関投資家向け）」への投資を通じて行ないました。当期間末における各投資先ファンドの組入比

率および当期間中における各投資先ファンドの騰落率は、以下の通りとなりました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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当期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・ブラジルの景気見通しが改善したこと。 

・期間の前半にロシアで国内経済が回復したこと。 

・インドで投資比率を高めとしていたヘルスケア・セクターや不動産セクターの銘柄、化学関連銘柄が堅調に

推移したこと。 

・好調なテクノロジー需要を背景に台湾市場が高値を追ったこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・インフレ懸念が継続し、ブラジル中央銀行が事前予想を上回る利上げを行なったこと。 

・ウクライナに侵攻したロシアに対して大規模な経済制裁が課されたこと。 

・インドで堅調に推移したエネルギー・セクターやコミュニケーション・サービス・セクター、金融銘柄の投

資比率を低めとしていたこと。 

・中国の景気減速懸念や電力不足、不動産開発大手の債務問題、国内の新型コロナウイルスの感染再拡大など

が中華圏市場全体の警戒材料となったこと。 

 

 

（ブラジル株式市況） 

期間の初めから2021年６月上旬にかけての株価は、新型コロナウイルスのワクチン接種の進展による経済

活動再開への期待が高まったことや、ブラジルの構造改革に対する懸念が後退したことに加えて、堅調なマク

ロ経済指標の発表を背景に景気見通しが改善したことなどから上昇しました。しかしながら６月半ば以降は、

ブラジル中央銀行がより積極的な追加利上げを行なうとの見方が強まったことや、インフレ率の上昇が懸念

されたことなどから下落しました。その後も、米国の金融緩和策の継続見通しが確認されたことなどがプラス

材料となった一方、ワクチン購入に関する汚職疑惑を巡りボルソナロ政権の運営に対する不確実性が高まっ

たことや、トラック運転手のストライキ計画に対する懸念などがセンチメントを悪化させ、さらに下落しまし

た。財政の先行き懸念や税制改革の遅れ、中国の景気見通し悪化により鉄鉱石価格が下落したことなどもマイ

ナス材料となりました。12月にかけては、インフレ率がブラジル中央銀行の目標上限を大きく上回る水準で推

移するなかブラジル中央銀行が利上げ幅を拡大し、インフレ抑制の姿勢を強めたことなどから下落基調が継

続しました。12月以降は、中国の金融緩和や財政政策への期待、海外投資家からの資金流入、原油や鉄鉱石な

どの商品市況の上昇などを背景に戻りを試す展開となりました。期間末にかけては、ウクライナ情勢を巡る地

政学的リスクの高まりなどから売りに押される局面はあったものの、商品市況の更なる上昇や利上げサイク

ルの終了観測が拡大したことなどを下支えに上昇基調が継続しました。 

 

（ロシア株式市況） 

期間の初めから2021年９月下旬にかけては、原油価格や天然ガスの価格上昇が企業業績の追い風になり、ロ

シア株式市場は上昇しました。しかしながら、10月以降はウクライナとの地政学的リスクの高まりが市場の重

しとなり始め、2022年に入るとロシアがウクライナに侵攻を開始したことから大きく市場が下落しました。３

月には、インデックスを算出するＭＳＣＩがロシアを新興市場からスタンドアローン市場に分類変更すると

発表しました。 
  

投資環境 
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（インド株式市況） 

期間中のインド株式市場は、新型コロナウイルスの感染者数の減少継続やワクチン接種の加速、ロックダウ

ン（都市封鎖）の緩和などが追い風となりました。インド経済は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴なって

停止していた経済活動が再開に転じ、期間を通じて急回復が続きました。景気の持ち直しや輸出の底堅い回

復、設備投資サイクル、コモディティ価格の急上昇、先進国の財政政策による追い風に加え、国内投資家から

の大規模な資金流入を受けて、インド株式市場は堅調に推移しました。 

期間中、インド準備銀行（ＲＢＩ）は政策金利を据え置き、緩和的な姿勢を何度も示しました。ＲＢＩは2021

年５月に、新型コロナウイルスの感染拡大第２波の影響を受けた医療インフラや小口融資先を銀行が支援で

きるように一連の流動性供給措置を発表しました。 

2022年の２月上旬に、インド財務省は国家予算案を発表しました。政府は2022年度（2022年４月～2023年３

月）予算案のなかで、包括的な成長、インフラの建設、政策の安定性および透明性を強調しました。また、短

期的な成長の推進についても明らかにし、（１）当該年度の財政赤字を国内総生産（ＧＤＰ）比6.4％として、

（２）設備投資を拡大し、（３）国内製造業の奨励に力を入れるとしました。しかし、純借入額の拡大は債券市

場にとってネガティブ・サプライズとなり、10年国債利回りは予算案発表後に0.15％程度上昇しました。予算

案は計画的な財政再建をめざす成長を重視したものであり、長期的にもポジティブな内容となりました。 

 

（中華圏株式市況） 

中華圏の株式市場は、期間の初めと比べて下落しました。 

中華圏の中でも、中国の株式市場は期間の初めと比べて大きく下落しました。 

期間の初めから2021年５月末にかけては、好調な中国のマクロ経済指標や企業決算、中国人民元高を受けた

資金流入期待などを好材料に、金融引き締め懸念をこなしつつ上昇しました。しかし、６月から７月にかけて

は、世界的なインフレ過熱懸念や米国の早期利上げ懸念、中国政府によるネット大手や教育産業などへの規制

強化懸念がセンチメントの悪化につながり、市場は大幅に下落しました。 

その後11月にかけては、金融緩和期待が下支えとなる一方で、景気減速懸念を受けた利益確定圧力や、国内

の電力不足問題、不動産開発大手の債務問題、中国本土の新型コロナウイルスの感染再拡大などの悪材料から

市場は一進一退で推移しました。12月の上旬にかけては中央経済工作会議を控えて景気刺激策と流動性緩和

期待で急反発したものの、オミクロン型変異株への警戒感や米国の対中制裁強化なども重しとなり、年末にか

けては軟調に推移しました。 

2022年の年明けからは、金融緩和が行なわれたものの、2022年上半期の経済成長の減速懸念や欧米各国の金

融引き締めペースを巡る警戒感などを背景に大幅に下落しました。春節（旧正月）明けに景気支援策期待を支

えに市場は一時反発しましたが、ロシアによるウクライナ侵攻を受けて世界的なリスクオフが広がり、市場は

再び下落基調となりました。 

期間末にかけても、対露制裁によるエネルギー価格の高騰や、中国本土の感染再拡大による一部都市のロッ

クダウン入り、中国企業の米国上場廃止懸念などからセンチメントは回復せず、市場は下値を切り下げまし

た。その後、中国当局が米中協議で上場問題について解決する配慮を示したことからやや反発したものの、期

間中の下落幅を埋めるには至りませんでした。円安による押し上げ効果で下落幅は縮小したものの中国の株

式市場は期間の初めと比べて下落して期間末を迎えました。 

香港市場は、中国当局による産業規制強化への懸念や、中国の景気減速懸念、電力不足問題、中国の不動産

開発大手の債務問題などが重しとなり、期間末まで軟調に推移しました。期間末には、地政学的リスクや、中

国企業の米国上場廃止懸念、中国本土における新型コロナウイルスの感染急拡大などが悪材料となって下値

を切り下げ、期間の初めと比べて大幅な下落となりました。 

台湾市場は、好調な米中マクロ指標や堅調な国内経済、海運や商品市況の上昇などを受けて期間の初めから
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上昇した後、2021年５月は米国のハイテク株への売り圧力や国内の新型コロナウイルスの感染拡大などを受

けて高値圏から下落しました。その後は、中国の景気減速懸念や米国の早期利上げ観測など外部要因をこなし

つつ、テクノロジー製品需要を背景とする引き続き好調な国内景気などを追い風に2022年１月中旬まで上値

を追いました。期間末にかけては、米国の利上げ観測やインフレ懸念、ウクライナ情勢を巡る世界的なリスク

オフの余波でやや下落しましたが、大幅な下落となった中華圏市場の中で大きなプラスのリターンとなりま

した。 

 

（為替市況） 

期間中における投資先各国の通貨

（対円）は、右記の推移となりました。
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（当ファンド） 

当ファンドは、「ブラジル株式マザーファンド」受益証券、「ロシア株式マザーファンド」受益証券、「Nikko 

Asset Management (Mauritius) Ltd クラスＡ」投資証券、「チャイナランド株式ファンド（適格機関投資家向

け）」受益証券に投資を行ないました。 

 

（ブラジル株式マザーファンド） 

ファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）、株価水準、リスク特性、業種比率などを勘案し、ポートフォリ

オを構築しました。業種については、高水準の成長が見込まれる情報技術、景気回復の恩恵を受ける一般消費

財・サービスや資本財などについて、総じて積極姿勢を維持しました。一方で、株価指標面で魅力的な銘柄が

乏しい生活必需品や公益などを総じて消極姿勢としました。 

 

（ロシア株式マザーファンド） 

ロシアで 大のソーシャルメディアなどを運営する大手ＩＴ企業が、他のｅコマース運営会社と歩調を合

わせて、ｅコマース事業向けの設備投資の増加を盛り込んだより控えめな業績見通しを発表したことを受け

て、同銘柄を売却しました。一方、ロシア版「100円ショップ」のディスカウント店と食品大手の株価が下げ

た機会を捉えて両銘柄の組入比率を引き上げました。また、ロシア 大の決済サービスプロバイダーを売却し

ました。同社は規制変更に伴ない競争の激化による圧力にさらされています。非鉄金属会社を一部売却し、相

対的に低い価格で天然ガスを入手できることの恩恵を受けるリン酸塩鉱物肥料の 大のサプライヤーを購入

しました。 

 

（Nikko Asset Management (Mauritius) Ltd クラスＡ） 

当ファンドでは、金融セクター、一般消費財・サービス・セクター、コミュニケーション・サービス・セク

ターの投資比率を高める一方、素材セクター、公営事業セクター、生活費需品セクターの投資比率を引き下げ

ました。 

ファンダメンタルズを重視したボトムアップの銘柄選択によって、業績の伸びが相対的に高く勢いがあり、

バリュエーション（株価評価）が妥当な水準にある銘柄に投資を行ないました。 

 

（チャイナランド株式ファンド（適格機関投資家向け）） 

当ファンドは、「チャイナランド株式マザーファンド」受益証券および「中国Ａ株マザーファンド」受益証

券を主要投資対象とし、運用を行ないました。期間末時点の純資産総額比率は以下の通りです。 

 

 
※純資産比率は「チャイナランド株式ファンド（適格機関投資家向け）」の純資産総額に対する比率。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第17期 

2021年４月16日～ 
2022年４月15日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 14,408  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、原則として、「ブラジル株式マザーファンド」受益証券、「ロシア株式マザーファンド」受益証券、

「Nikko Asset Management (Mauritius) Ltd クラスＡ」投資証券、「チャイナランド株式ファンド（適格機関

投資家向け）」受益証券への投資を通じて分散投資を行ないます。 

 

（ブラジル株式マザーファンド） 

イタウ・アセットマネジメントの助言のもと、ファンダメンタル・リサーチによって、長期的な収益力と成

長力を持つとみられる企業への投資を継続する方針です。業種については、当面は、金融、資本財、情報技術、

素材、不動産などの積極姿勢を維持することを検討しますが、金融市場の動向などに合わせて、相対的な株価

水準、指標面での割安感などに基づき、生活必需品、公益などのセクターにおいても、魅力的な銘柄の投資機

会を模索します。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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（ロシア株式マザーファンド） 

外国人投資家にとって足元の課題は、ロシアにおいて株式の保有および取引を行なうことが可能であるか

という点です。ロシア株式の保有や取引が可能であり、加えて資本規制の解除や市場の価格形成機能が戻るの

であれば、ロシア株式市場の今後の見通しやファンダメンタルズについて再度検証していきます。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（Nikko Asset Management (Mauritius) Ltd クラスＡ） 

ロシアとウクライナとの間の動向は世界の市場に今後も圧力を与えるとみられ、状況は変化しやすく、不透

明感が続くと思われます。インドが両国から受ける影響は限定的ですが、原油価格の高止まりによってインフ

レが加速し、経常赤字拡大につながる可能性があります。インドルピーについては、ＲＢＩがルピーを下支え

して対処するとみていることから、大幅な下方リスクは予想していません。インドの経常赤字拡大や、海外証

券投資家（ＦＰＩ）による投資資金の引き揚げが一段と進むリスクなどが、インドルピーの逆風要因となり続

けているものの、堅調な対内外国直接投資やその他の投資資金流入によって緩和されるとみられます。 

当ファンドでは、不透明感があることから慎重な姿勢を維持し、引き続き負債比率が低く、巨額のキャッ

シュフロー創出力があり、新型コロナウイルスの危機を乗り越えて成長する経営能力を持つ質の高い企業を

重視します。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（チャイナランド株式ファンド（適格機関投資家向け）） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「チャイナランド株式マザーファンド」受益証券および「中国Ａ株

マザーファンド」受益証券を原則として高位に組み入れて運用を行ないます。「チャイナランド株式マザーファ

ンド」の運用においては、市場動向や各銘柄の成長性、収益性、流動性などを勘案して銘柄選定を行なう方針

です。「中国Ａ株マザーファンド」の運用においては、中国企業の人民元建株式を主要投資対象とする方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年４月16日～2022年４月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 285  1.683  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (112)  (0.660)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (159)  (0.935)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 15)  (0.088)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.032   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  5)  (0.032)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.006   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.006)   

（d） そ の 他 費 用 30   0.180   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 27)  (0.162)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (  2)  (0.013)  印刷費用は、法定開示資料の印刷に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 321   1.901    

期中の平均基準価額は、16,956円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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（参考情報） 

◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した経費率（年率）は2.21％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年４月16日～2022年４月15日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 千口 千円 千口 千円  
Nikko Asset Management (Mauritius) Ltd クラスＡ 54,522 118,674 251,078 607,850  

チャイナランド株式ファンド（適格機関投資家向け） 2,671,013 703,102 438,446 109,317  
合 計 2,725,535 821,776 689,524 717,168  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ブラジル株式マザーファンド 199,366 239,005 349,758 453,163 

ロシア株式マザーファンド 58,073 103,736 287,933 544,084 
 
 
 

○株式売買比率 (2021年４月16日～2022年４月15日) 

 

項 目 
当 期 

ブラジル株式マザーファンド ロシア株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,406,937千円 1,815,271千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 1,846,837千円 1,778,276千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.76   1.02   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年４月16日～2022年４月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年４月16日～2022年４月15日) 

区       分 

買      付 売      付 

買付額 
Ａ 

うち自己取引 
状況Ｂ 

Ｂ

Ａ
 

売付額 
Ｃ 

うち自己取引 
状況Ｄ 

Ｄ

Ｃ
 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 821 703 85.6 717 109 15.2 

 
（注） 委託会社に支払われた売買委託手数料は0円です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年４月16日～2022年４月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2022年４月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

Nikko Asset Management (Mauritius) Ltd クラスＡ 920,915 724,358 1,860,877 29.8 

チャイナランド株式ファンド（適格機関投資家向け） 6,011,436 8,244,003 1,823,573 29.2 

合 計 6,932,351 8,968,362 3,684,451 59.1 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ブラジル株式マザーファンド 1,521,787 1,371,396 2,251,970 

ロシア株式マザーファンド 1,225,101 995,241 132,267 
 

（注） 各親投資信託の2022年４月15日現在の受益権総口数は、以下の通りです。 

 ・ブラジル株式マザーファンド 1,371,396千口 ・ロシア株式マザーファンド 995,241千口 
 

  

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2022年４月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 1,823,573 29.0 

投資証券 1,860,877 29.5 

ブラジル株式マザーファンド 2,251,970 35.8 

ロシア株式マザーファンド 132,267 2.1 

コール・ローン等、その他 229,218 3.6 

投資信託財産総額 6,297,905 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ブラジル株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（2,247,593千円）の投資信託財産総額（2,252,016千円）に対す

る比率は99.8％です。 

（注） ロシア株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（131,410千円）の投資信託財産総額（132,248千円）に対する比率

は99.4％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=126.37円、1ブラジル

レアル=26.8728円、1イギリスポンド=164.99円、1香港ドル=16.11円。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年４月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 6,297,905,726   

 コール・ローン等 224,869,935   

 投資信託受益証券(評価額) 1,823,573,624   

 投資証券(評価額) 1,860,877,975   

 ブラジル株式マザーファンド(評価額) 2,251,970,466   

 ロシア株式マザーファンド(評価額) 132,267,573   

 未収配当金 4,346,153   

(B) 負債 61,671,159   

 未払信託報酬 60,522,032   

 未払利息 60   

 その他未払費用 1,149,067   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 6,236,234,567   

 元本 4,294,757,288   

 次期繰越損益金 1,941,477,279   

(D) 受益権総口数 4,294,757,288口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,521円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は4,729,213,988円、期中追加設定元本
額は79,054,145円、期中一部解約元本額は513,510,845円です。

（注） １口当たり純資産額は1.4521円です。 
 

○損益の状況 (2021年４月16日～2022年４月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 378,406,836   

 受取配当金 378,424,476   

 受取利息 158   

 支払利息 △       17,798   

(B) 有価証券売買損益 △  867,417,524   

 売買益 1,192,789,347   

 売買損 △2,060,206,871   

(C) 信託報酬等 △  129,796,228   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  618,806,916   

(E) 前期繰越損益金 2,054,037,551   

(F) 追加信託差損益金 506,246,644   

 (配当等相当額) (  1,582,973,384)  

 (売買損益相当額) (△1,076,726,740)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,941,477,279   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,941,477,279   

 追加信託差損益金 506,246,644   

 (配当等相当額) (  1,583,298,863)  

 (売買損益相当額) (△1,077,052,219)  

 分配準備積立金 4,604,637,389   

 繰越損益金 △3,169,406,754   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一
部を委託するために要した費用のうち、2021年４月16日～2022
年４月15日の期間に当ファンドが負担した費用は19,837,401
円です。 

 
（注） 分配金の計算過程（2021年４月16日～2022年４月15日）は以下の通りです。 

項 目 
2021年４月16日～ 
2022年４月15日 

a. 配当等収益(経費控除後) 515,023,233円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,583,298,863円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 4,089,614,156円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 6,187,936,252円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 14,408円 

g. 分配金 0円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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日興ＢＲＩＣｓ株式ファンド 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2021年４月16日から2022年４月15日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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